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会 

長
　
平
井
　
一
史

同
窓
会
を
楽
し
む

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
新
年
の
抱

負
も
新
た
に
初
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
母
校
も
森
竹
校
長
か
ら
葊
住
校
長
へ

と
引
き
継
が
れ
、
次
の
節
目
に
向
け
教
職
員
が
、
一

丸
と
な
っ
て
新
た
な
目
標
に
向
か
い
日
々
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
同
窓
会
活
動
の
基
本
は
人
間
関
係
を
大
切

に
し
、
自
分
の
ま
わ
り
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
先
輩
や
同
窓
生
の
活
躍
を
知
る

と
と
も
に
，
更
に
は
人
生
の
生
き
方
な
ど
を
学
ぶ
永

続
的
な
積
み
重
ね
が
ス
パ
イ
ラ
ル
に
続
く
、
こ
れ
が

何
も
の
に
も
代
え
難
い
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
窓
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
然

体
で
何
よ
り
も
親
睦
が
第
一
の
楽
し
い
も
の
で
あ
り

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
青
春
時
代
を
共
有
す
る
者

同
士
タ
テ
・
ヨ
コ
・
ナ
ナ
メ
と
お
互
い
の
親
睦
と
交

流
を
深
め
人
生
に
彩
り
を
与
え
、
元
気
や
生
き
が
い

を
生
み
出
す
魅
力
溢
れ
る
会
こ
そ
同
窓
会
で
す
。

　
今
後
も
同
窓
会
等
を
活
発
に
計
画
し
て
頂
き
、
学

生
時
代
の
思
い
出
や
現
在
の
近
況
な
ど
を
語
り
合
う

僅
か
な
時
間
で
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
有
意
義
で

あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
今
後
一

層
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
北
高
同
窓
会
の
更
な
る
発
展
に
向
け
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

静岡北高等学校同窓会

　

学
校
創
立
50
周
年
、「
静
北
祭
」

に
改
名
し
て
10
周
年
と
い
う
節
目
に

文
化
祭
を
開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

文
化
祭
テ
ー
マ
「
一
心
同
体
～
創

り
だ
せ
最
高
の
瞬
間
を
～
」を
軸
に
、

全
校
生
徒
が
結
束
し
て
来
場
者
に
最

高
の
お
も
て
な
し
を
届
け
、
笑
顔
で

溢
れ
る
文
化
祭
に
す
る
こ
と
を
目
標

に
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

文
化
祭
は
生
徒
の
普
段
見
ら
れ
な

い
姿
が
見
受
け
ら
れ
る
場
で
あ
り
、

様
々
な
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
人

間
的
に
成
長
で
き
る
場
で
あ
る
と
位

置
付
け
て
い
ま
す
。
本
番
は
２
日
間

あ
り
、
校
内
開
催
は
、
自
分
た
ち
の

努
力
の
成
果
を
全
校
生
徒
に
お
披
露

目
す
る
場
。
そ
し
て
、地
域
公
開
は
、

静
岡
北
中
学
校
・
高
等
学
校
の
取
り

組
み
の
成
果
を
、
保
護
者
を
は
じ
め

と
す
る
来
場
者
の
方
々
に
紹
介
す
る

場
で
あ
り
、
同
時
に
来
場
者
を
迎
え

入
れ
る
こ
と
で
、
お
も
て
な
し
の
心

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
む
こ

と
の
で
き
る
、
生
徒
に
と
っ
て
大
切

な
場
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
文
化
祭
が
成
功
に
終
わ

っ
た
か
、
否
か
は
私
に
は
正
直
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
来
年
度
は
今
年
度
よ

り
も
、
全
て
の
人
が
満
足
と
感
動
を

得
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、
努
力
を

す
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。

文
化
祭
実
行
委
員
長　
　

星
野　

彰

静北祭静北祭平成26年6月6・7日
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保護者の会・教育振興会

　

平
成
26
年
4
月
13
日
㈰
静
岡
県

自
動
車
工
業
高
校
3
期
生
同
期
会

（
幹
事
長
：
平
井
利
明
静
岡
福
祉

大
学
教
授
）
が
静
岡
市
駿
河
区
南

町
の
ホ
テ
ル
プ
リ
ヴ
ェ
ー
ル
静
岡

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
回
の
還
暦
同
期
会
か
ら
ま

る
三
年
が
経
ち
、
今
回
は
「
輝
く

人
生
を
知
っ
て
も
ら
お
う
」
を
テ

ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
家
族
、
趣

味
、
娯
楽
、
諸
活
動
、
仕
事
な
ど

の
中
か
ら
、
何
か
ひ
と
つ
自
分
の

光
る
も
の
や
自
慢
に
で
き
る
も
の

を
持
参
し
発
表
し
よ
う
と
計
画
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
総
勢
4
ク

ラ
ス
38
名
（
恩
師
山
本
先
生
ほ
か

Ａ
12
、Ｂ
13
、Ｃ
7
、Ｄ
5
名
）
で
、

地
域
卓
球
ク
ラ
ブ
の
活
動
風
景
、

趣
味
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
の
指

導
風
景
、
家
族
や
孫
の
写
真
な
ど

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
全

員
が
発
表
し
ま
し
た
。
中
で
も
Ａ

西
方
氏
の
作
詞
作
曲
に
よ
る
ギ
タ

ー
演
奏
や
Ｂ
戸
田
、
實
石
、
Ｄ
塚

本
師
範
三
名（
沖
縄
空
手
松
林
流
、

世
界
大
会
出
場
者
）
に
よ
る
古
武

道
の
演
武
披
露
（
空
手
三
人
分
解

形
、
ヌ
ン
チ
ャ
ク
、
四･
二
尺
杖

な
ど
）
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に

時
間
が
経
ち
又
の
再
会
を
誓
い
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。
次
の
幹
事

長
は
Ｂ
小
長
谷
義
男
君
に
決
定
、

5
月
に
は
10
名
の
各
ク
ラ
ス
役
員

が
集
ま
り
次
回
の
方
向
性
も
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。
次
は
更
に
楽
し

く
有
意
義
な
同
期
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
記
事
：
旧
三
期
事
務
局 

實
石
）

　

同
窓
会
で
は
左
記
の
内
容
で
同
窓
会
開
催
の
援
助
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。

◦
同
窓
生
の
連
絡
先
、
出
欠
用
ハ
ガ
キ
代
、
住
所
ラ
ベ
ル
の
印
刷

◦
開
催
後
に
出
席
者
名
簿
を
提
出
く
だ
さ
れ
ば
、
１
人
２
０
０
０

円
の
補
助
を
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

開
催
日
時
・
場
所
・
期
名
・
幹
事
名
・
出
席
者
・

領
収
書
コ
ピ
ー
を
提
出

同
窓
会
か
ら
の
お
し
ら
せ

静
岡
北
高
校
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
住
所

変
更
ペ
ー
ジ
よ
り
住
所

変
更
フ
ォ
ー
ム
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
は
北
高
事
務
局
ま
で

郵便局による年会費振り込みのお願い
　

今
年
も
年
会
費
の
振
り
込
み
を
、
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

❶

❷
❸

❹

❶卒業期又は、卒業年　❷氏名
❸住所・氏名・電話　　❹氏名
※振込手数料は掛りません。

記入例

自工３期同期会開催

恩師山本先生を中心に総勢 38 名が参加

圧巻の沖縄古武道演技者 3 人
（焼津、浜松道場の師範として活躍中）

今回の主幹事：A 牧野（旧姓多々良）、
西方、平井各氏

提
出
内
容

住
所
変
更
手
続
き
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新
た
な学

生
生
活

49
期
生　
　
　

藤
田　

禄
也

静
岡
北
高
校
で
の
、

第
２
章
ス
タ
ー
ト

44
期
生　
　
　

高
瀨　

優

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。 

　

第
49
期
同
窓
会
期
長
に
な
り
ま
し
た
藤

田
禄
也
で
す
。
在
学
生
の
み
な
さ
ん
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
人
生
の
内

で
た
っ
た
三
年
間
し
か
な
い
高
校
生
活
を

充
実
さ
せ
、
そ
し
て
い
ま
を
思
い
切
り
楽

し
ん
で
下
さ
い
！
私
は
い
ま
、
静
岡
大
学

人
文
社
会
科
学
部
経
済
学
科
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
ま
だ
将
来
の
は
っ
き
り
と
し
た

目
標
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
済
学
を
学
ん

で
い
く
中
で
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
の
動

き
を
分
析
し
、
社
会
に
出
た
時
に
そ
の
学

ん
だ
知
識
を
少
し
で
も
活
か
せ
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。
大
学
は
高
校
と
は
一
味
違

い
す
ご
く
新
鮮
で
、
何
よ
り
も
楽
し
い
で

す
。
好
き
な
こ
と
を
勉
強
で
き
る
こ
と
だ

け
で
な
く
、
今
は
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
も
し
て

い
ま
す
。
い
ま
し
か
で
き
な
い
大
学
生
活

を
楽
し
み
、
そ
し
て
、
社
会
に
出
ら
れ
る

一
人
前
の
人
に
な
る
た
め
の
準
備
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
受
験

を
控
え
る
三
年
生
の
み
な
さ
ん
は
こ
れ
か

ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
け
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
！
応
援
し
て
い
ま
す
。
さ
て
、

今
年
度
静
岡
北
高
校
は
創
立
50
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
！
私
も
高
校
時
代
、
静
岡
北
高
校
創
立

50
周
年
記
念
の
式
典
に

参
加
を
し
ま
し
た
。
こ

の
歴
史
あ
る
高
校
を
卒

業
で
き
た
こ
と
を
と
て

も
誇
り
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
活
気
に
満

ち
溢
れ
、
誇
り
あ
る
静

岡
北
高
校
と
し
て
あ
り

続
け
て
下
さ
い
。　

こ

れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

6
年
前
の
平
成
21
年
３
月
１
日
、
多
く

の
先
生
方
に
背
中
を
押
さ
れ
な
が
ら
、
静

岡
北
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
私
の
北
高
第

一
章
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
高
校
３
年
間

を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
多
く
の
思
い
出

が
蘇
り
ま
す
。
文
化
祭
や
体
育
祭
、
修
学

旅
行
な
ど
の
学
校
行
事
や
部
活
動
に
打
ち

込
ん
だ
日
々
。
私
は
当
時
野
球
部
に
入
部

し
て
い
ま
し
た
。
放
課
後
遅
く
ま
で
練
習

に
励
み
、
３
年
生
最
後
の
選
手
権
で
は
、

４
年
ぶ
り
の
初
戦
突
破
。
ベ
ス
ト
８
の
高

校
に
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
フ
ェ
ン
ス
に
よ
じ
登
っ
て
ま
で
も
応

援
し
て
く
れ
た
先
生
た
ち
の
応
援
が
あ
っ

て
こ
そ
の
勝
利
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
、
徐
々
に
夢
や
目

標
も
定
ま
り
、
各
々
の
進
路
に
向
け
放
課

後
遅
く
ま
で
教
室
に
残
り
必
死
に
な
っ
て

や
っ
た
受
験
勉
強
。
ど
の
思
い
出
も
今
の

私
を
築
き
上
げ
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の

で
し
た
。
そ
ん
な
数
々
の
出
来
事
が
成
功

し
た
の
も
、
こ
の
静
岡
北
高
校
に
い
る
大

勢
の
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
こ
そ

の
こ
と
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

あ
の
頃
、
心
も
体
も
や
ん
ち
ゃ
坊
主
だ

っ
た
僕
た
ち
は
、
多
く
の
場
面
で
先
生
方

に
迷
惑
を
か
け
、悩
ま
せ
た
と
思
い
ま
す
。

時
に
は
、
そ
の
場
の
感
情
だ
け
で
意
見
を

い
い
先
生
方
を
傷
つ
け
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
ど
ん
な
時
も
、
私
た
ち
を
見

放
す
こ
と
な
く
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
熱

い
気
持
ち
を
持
っ
て
３
年
間
育
て
て
く
れ

た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
数
々
の
思
い
出
を
作
り
、
青
春

時
代
を
過
ご
し
た
、
こ
の
静
岡
北
高
校
で

昨
年
か
ら
、
教
員
と
し
て
の
北
高
第
２
章

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
教
科
は
、情
報
。

現
代
の
社
会
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な

ど
の
情
報
機
器
は
、
必
要
不
可
欠
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
非
常
に
便
利
な
機
械

で
す
が
、
使
い
方
を
一
歩
間
違
え
る
と
、

人
生
を
台
無
し
に
し
て
し
ま
う
危
険
な
機

械
に
変
わ
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
と
情
報
モ

ラ
ル
や
情
報
倫
理
を
学
び
、
今
は
、
情
報

処
理
検
定
の
取
得
に
向
け
生
徒
た
ち
と
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
度
は
逆
の
立
場
で
、
こ
の
静
岡
北
高

校
に
通
っ
て
い
る
生
徒
た
ち
の
、
た
っ
た

一
度
き
り
の
学
生
時
代
を
い
か
に
楽
し

み
、
充
実
し
た
学
生
生
活
に
で
き
る
か
。

人
生
の
中
で
唯
一
取
り
戻
す
こ
と
の
で
き

な
い
時
間
。
人
生
の
中
で
一
番
多
く
の
夢

を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
熱
い
思
い
で
情
熱

を
注
げ
る
時
間
。
こ
の
青
春
時
代
を
、
ダ

ラ
ダ
ラ
と
醒
め
た
気
持
ち
で
過
ご
す
こ
と

の
な
い
よ
う
生
徒
た
ち
と
毎
日
全
力
で
突

っ
走
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
、
私
が
高
校
時
代
憧
れ
を
持
ち
、
教

員
の
道
を
志
し
た
先
生
に
は
、
足
元
に
も

及
び
ま
せ
ん
が
、

10
年
・
20
年
後
そ

う
な
れ
る
よ
う
、

ま
ず
は
、
現
在
、

北
高
校
に
通
う
生

徒
た
ち
と
全
力
で

『
今
』
と
い
う
時

間
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

同窓生紹介同窓生紹介同窓生紹介
②

同窓生紹介同窓生紹介同窓生紹介
①



★
サ
ッ
カ
ー
部

　

高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
静
岡
大
会

　

２
次
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

★
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

　

第
57
回
中
日
本
総
合
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会　

準
優
勝

★
自
転
車
競
技
部

　

東
海
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト
５
位

全
国
高
校
総
体
進
出

★
空
手
道
部

　

全
日
本
空
手
道
連
盟

　

ジ
ュ
ニ
ア
カ
デ
ッ
ト
選
考
会

女
子
１
年　

日
本
代
表
選
出

★
柔
道
部

　

静
岡
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

女
子
個
人
３
位　

静
岡
県
大
会
出
場

★
吹
奏
楽
部

　
静
岡
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
部
地
区
大
会

　

銀
賞

★
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

静
岡
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

静
岡
県
ベ
ス
ト
16

★
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

静
岡
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

静
岡
県
ベ
ス
ト
20

★
な
ぎ
な
た
部

　

静
岡
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

男
子
の
部
４
位　

東
海
大
会
出
場

◆
日
本
原
子
力
学
会
社
会
・
環
境
部
会
賞

奨
励
賞
（
口
頭
発
表
・
全
国
１
位
）

◆
第
10
回
神
奈
川
大
学
全
国
高
校
生

　
理
科
・
科
学
論
文
大
賞
　
努
力
賞
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静岡北風 検索

進
路
決
定
状
況

主な進路先
夢の実現に向け頑張るが好き

★
ゴ
ル
フ
部

　
稲
葉 

七
海

　

 

日
本
女
子
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
選
手
権

出
場 

第
69
回
国
民
体
育
大
会
出
場

★
空
手
道
部

　

菊
池 

瑞
希

　

第
3
回
東
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
＆

　

カ
デ
ッ
ト
空
手
道
選
手
権
大
会　
　

　

ジ
ュ
ニ
ア
女
子
個
人
組
手　

優
勝

　

 

第
14
回
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
＆
カ
デ
ッ

ト-

21
空
手
道　

選
手
権
大
会　
　

　

ジ
ュ
ニ
ア
女
子
個
人
組
手　

準
優
勝

　

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

女
子
個
人
組
手
出
場

　

第
69
回
国
民
体
育
大
会

少
年
女
子
個
人
組
手　

第
５
位 

　

岩
瀬 

菜
緒

　

第
33
回
全
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

女
子
個
人
組
手　

全
国
制
覇

　

増
田 

千
栄

　

第
33
回
全
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

女
子
個
人
組
手　

第
５
位

　
秋
山 

風
喜
　
菊
池 

瑞
希

　
岩
瀬 

菜
緒
　
佐
地 

郁
美

　
増
田 

千
栄

　

第
33
回
全
高
等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会

女
子
団
体
組
手
出
場

　
★
自
転
車
競
技
部

　

望
月 

一
成

　

Ｊ
Ｏ
Ｃ
・
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

カ
ッ
プ

ス
プ
リ
ン
ト　

第
４
位

　

中
部
８
県
大
会ス

プ
リ
ン
ト　

第
１
位

　

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

　

望
月 

一
成

ス
プ
リ
ン
ト　

第
4
位

　
金
井 

克
磨
　
望
月 

一
成
　

　
松
本 

京
太チ

ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト
出
場

　
金
井 

克
磨

ス
ク
ラ
ッ
チ
出
場

ク
ラ
ブ
活
動
実
績

国 公 立 大 学
北海道大学 1

名古屋大学 1

金沢大学 1

広島大学 1

静岡大学 8

静岡県立大学 14

静岡文化芸術大学 2

電気通信大学 1

東京医科歯科大学 1

山梨大学 6

信州大学 4

大阪府立大学 1

国公立大学　計76名

私 立 大 学
上智大学 1

明治大学 1

法政大学 1

関西大学 2

関西学院大学 1

立命館大学 10

駒澤大学 2

芝浦工業大学 1

順天堂大学 3

東洋大学 3

明治学院大学 1

静岡理工科大学 51

私立大学　計371名

専 修 学 校
静岡産業技術専門学校 27

静岡デザイン専門学校 19

浜松情報専門学校 1

静岡インタ－ナショナル・エア・リゾ－ト専門学校 11

専門学校 静岡工科自動車大学校 34

静岡県美容専門学校 2

静岡福祉医療専門学校 3

下田看護専門学校 1

中央調理製菓専門学校 5

日本工学院専門学校 2

大阪大学歯学部付属歯科技工士学校 1

辻調理師専門学校 1

専修学校　計144名

就　　職
イハラニッケイ化学工業㈱ 1

㈱ク－ポ－ル会館 1

サンリツ工業㈱ 1

ジャトコ㈱ 1

医療法人社団　秀慈会 1

㈱鈴与カ－ゴサ－ビス静岡 1

㈱タカラ・エムシ－ 1

田辺商事㈱ 2

トヨタ自動車㈱ 1

中山三星建材㈱清水工場 2

㈱ノダ清水事業所 1

㈱ワイ・エム・ケ－ 1

就職　計44名

校 

長
　
葊
住
　
雅
人

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
森
竹
鍵
治
校
長
の
後
、
静
岡
北

高
校
第
十
代
校
長
に
な
り
ま
し
た
「
廣
住
雅
人
」
で

す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

初
め
て
の
寄
稿
と
し
て
、
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。
私

は
、
平
成
十
九
年
四
月
に
星
陵
高
校
か
ら
異
動
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
年
の
同
窓
会
総
会
で
、
各
席
を
挨

拶
し
て
回
っ
た
際
に
、
佐
藤
顕
司
顧
問
か
ら
、「
君

も
数
年
で
前
の
学
校
に
戻
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
聞
か

れ
、「
い
い
え
。」
と
答
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
森
竹
校
長
に
、「
私
は
、
ど
の
く
ら
い
北

高
に
い
る
の
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る
と
、「
君
は
、

終
身
刑
だ
よ
。」と
言
わ
れ
た
こ
と
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
六
年
九
月
の
あ
る
日
、第
二
代
校
長（
当

時
は
、
静
岡
県
自
動
車
工
業
高
校
）
の
金
田
馨
先
生

が
、
山
下
栄
蔵
伝
を
借
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
来
校

さ
れ
ま
し
た
。
金
田
先
生
を
校
長
室
へ
招
き
入
れ
、

思
い
出
話
を
聞
い
て
い
る
途
中
で
、「
学
校
か
ら
校

長
が
替
わ
っ
た
と
い
う
通
知
文
を
頂
い
た
が
、
君
と

同
姓
の
同
級
生
が
い
た
な
ぁ
。」
と
聞
き
、
驚
き
の

事
実
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
金
田
先
生
は
由

比
か
ら
、
私
の
父
（
既
に
他
界
）
は
富
士
か
ら
、
静

岡
工
業
高
校
（
現
在
の
科
学
技
術
高
校
）
に
通
学
し

た
同
級
生
で
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
、
会
う
機
会
は

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
静
岡
北
高
校
に
は
、
何
か
運

命
を
感
じ
ま
し
た
。「
今
は
、
後
の
人
に
迷
惑
を
掛

け
な
い
よ
う
に
身
の
回
り
を
整
理
し
て
い
る
日
々
を

送
っ
て
い
る
。
最
近
、
話
を
す
る
仲
間
や
同
窓
会
に

声
を
掛
け
て
も
ら
う
こ
と
が
、
少
な
く
な
っ
た
。」

と
い
う
言
葉
を
残
し
、
耳
の
聞
こ
え
も
記
憶
も
し
っ

か
り
と
し
て
い
る
九
十
三
歳
の
金
田
先
生
は
、
軽
自

動
車
を
運
転
し
て
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

金
田
先
生
は
、「
生
徒
に
は
、
感
謝
す
る
こ
と
は

教
え
た
が
、
恩
と
し
て
報
い
る
こ
と
ま
で
を
教
え
き

れ
な
か
っ
た
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。「
感
謝
と
報

恩
の
で
き
る
生
徒
」
を
育
て
、
同
窓
会
、
社
会
へ
送

り
込
も
う
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

　

最
後
に
、
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と
、
会

員
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

新
た
な
る
飛
躍

大学
専修学校
就職
その他

平成25年度　進路決定状況

55.7％31.7％

9.7％
2.9％

左から 松本 金井 望月
左から 秋山 菊池 岩瀬 

佐地 増田

表彰式
韓国（仁川）にて


